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数学科学習指導案 

学  級  ２年 Ｃ組 

場   所 ２C 教室 

 

１ 単元名 一次関数 

 

２ 単元について 

   第１学年における比例，反比例の学習を通して育てた関数的な見方や考え方を，第２学年では一 

層深めることになる。すなわち，第１学年では比例，反比例について，表，式，グラフなどを用い 

変化や対応などを調べることを通して，ともなって変わる二つの数量の間に成り立つ一意対応の関 

係として関数関係を見いだし表現し考察する能力を培っている。第２学年では，これらをもとに， 

具体的な事象を調べることを通して，一次関数について理解できるようにする。更に，二元一次方 

程式を二つの変数の関数関係として捉えたり，関係を見いだし表現したりして，方程式で表された 

色々な事象を考察することができるようにする。 

 第１学年でも指導したように日常生活や社会には，関数関係として捉えられる事象が数多く存在 

する。ここでは，一次関数を用いて具体的な事象を捉え、説明することを指導する。事象を捉え説 

明する際は，目的に応じて表，式，グラフを適切に選択し説明することが大切である。 

本時の授業では，マラソンランナーの猫ひろし選手を題材に用いていく。すれ違う時間を求める 

ためには表，式，グラフのどれを用い，そしてどのようにして求めるのかを追求していく。磯辺中

学校数学科の研究主題は「数学的な思考力、表現力を高める学習指導のあり方～生徒が主体的・対

話的に学び合える授業の工夫を通して～」である。目的に応じ，表，式，グラフを使い分け，課題

を解決することやグループで意見を出し合い，最適な考えを導くということから，学び合える授業

へと近づけると考える。 

 

３ 単元の目標 

（１）身の回りから関数関係を見つけたり，一次関数の関係を表，式，グラフを用いて表現したり，そ

の特徴を考察したり，その結果を問題の解決に活用したりしようとする。 

【関心・意欲・態度】 

（２）１学年で学んだ比例や反比例をもとに，一次関数の特徴を考えたり，２つの数量の変化や対応に

ついての見方や考え方を深めたり，身の回りの数量関係を一次関数を用いて考えたりすることが

できる。                           【数学的な見方・考え方】 

（３）一次関数の関係を表，式，グラフなどで表現したり，その特徴を読み取ったり，２直線の交点を

連立方程式を解いて求めたりすることができる。             【数学的な技能】 

（４）一次関数の特徴，変化の割合や傾きの意味，一次関数を利用した予測の仕方などを理解している。 

【知識・理解】 
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４ 評価規準 

節 項 数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な見方・考え方 数学的な技能 知識・理解 

１ １ 身の回りの事象の中か

ら，関数や一次関数とみ

られるものを見つけよう

としている。 

１年で学習した比例は，一

次関数の特別な場合である

とみることができ，比例も

一次関数も関数であるとみ

ることができる。 

一次関数の関係を

手際よく式に表す

ことができる。 

一次関数の意味を理解し，比

例や反比例との関係や違いに

ついても理解している。 

２ 一次関数の値の変化を調

べようとしたり，変化の

割合を求めようとしたり

している。 

一次関数 baxy  で，

変化の割合は一定であるこ

とを見いだし，aに等しい

ことを導くことができる。 

一次関数の変化の

割合を手際よく求

めることができ

る。 

一次関数の変化の割合につい

て，反比例との違いも合わせ

て理解している。 

３ 一次関数を進んでグラフ

に表そうとしたり，グラ

フの特徴を明らかにしよ

うとしたりしている。 

一次関数のグラフの特徴

を，比例のグラフをもとに

考え、グラフのかき方につ

いてまとめることができ

る。 

一次関数のグラフ

を工夫してかくこ

とができる。 

一次関数のグラフの傾きの意

味を変化の割合と関連付けて

理解し，切片の意味とグラフ

の特徴を理解している。 

４ 与えられた条件から，一

次関数の式を求めること

に進んで取り組もうとし

ている。 

一次関数のグラフで，傾き

や切片，通る点等をもとに，

その式を求める方法を導く

ことができる。 

一次関数の式を手

際よく求めること

ができる。 

一次関数の式を，与えられた

条件によって効率よく求める

方法を理解している。 

２ １ 二元一次方程式のグラフ

を進んでかこうとしてい

る。 

二元一次方程式を y につ

いて解き，一次関数とみる

ことで，そのグラフの特徴

を明らかにできる。 

二元一次方程式の

グラフを手際よく

かくことができ

る。 

 

二元一次方程式のグラフの意

味とそのかき方について理解

している。 

２ 連立方程式の解とそのグ

ラフの交点の関係に関心

を持ち，進んで連立方程

式を解いて，交点の座標

を求めようとしている。 

連立方程式の解は，２直線

の交点の座標であることを

導くことができる。 

２直線の交点の座

標を，連立方程式

を使って手際よく

求めることができ

る。 

連立方程式の解とグラフの交

点との関係を理解している。 

３ １ 事象の中には一次関数と

みることができるものが

あることに気づき，それ

らの問題を一次関数を使

い解決しようとしてい

る。 

事象を一次関数とみなし

て、見通しを持って問題を

解決することができる。 

身の回りの事象

を，一次関数の考

え方を用いて的確

に表現したり，手

際よく処理したり

することができ

る。 

一次関数とみなして解決でき

るいろいろな場面を理解して

いる。 
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５ 指導計画 

 

１節 一次関数とグラフ 

１項 一次関数 ２時間 

２項 一次関数の値の変化 ２時間 

３項 一次関数のグラフ ３時間 

４項 一次関数の式を求めること ３時間 

２節 一次関数と方程式 １項 方程式とグラフ ２時間 

２項 連立方程式とグラフ １時間 

３節 一次関数の利用 １項 一次関数の利用 ４時間（本時２／４） 

 章末問題・章末テスト ２時間 

 

６ 生徒の実態 
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７ 本時の指導 

（１）本時の目標 

①身の回りの問題を，一次関数を活用して解決しようとする。    【数学への関心・意欲・態度】 

②事象を一次関数とみなして，見通しを持って問題を解決することができる。【数学的な見方・考え方】 

（２）展開 

過程 学習内容と活動 指導上の留意点（◎評価について） 

導入 

３分 

〇前時の振り返りをする。 

 

〇表，式，グラフを用いて問題を解決したことを確認す

る。 

展開 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自力 

解決 

８分 

 

 

グル 

ープ 

学習 

１３分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇問題を把握する。 

 

 

〇折り返すことで何が起きるのかを考え，すれ違う

ことに気付く。 

 

〇どのあたりですれ違うのかを予想し，発表する。 

 

〇表，式、グラフのどれを使えば効率良く解けるか

を考え，個人で問題を解決をする。 

 

 

 

〇グループになり，マラソンランナーとＡ君がすれ

違う場所は学校から何ｍ離れた場所かをグループ

で協力して求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇前時の内容に条件が一つ加わったことを確認し，数直

線上に人を動かして場面把握させる。 

 

〇折り返すことでどういうことが起きるのかを，生徒２

名を指名し，実際にやってみてすれ違うことを確認す

る。 

〇どこら辺ですれ違うのかを予想させる。 

 

〇まずは問を自分で解かせる。 

◎評価①｛机間巡視｝ 

身の回りの問題を，一次関数を活用して解決しよ

うとする。【数学への関心・意欲・態度】 

 

〇グループになって自分の意見を説明し合い、考えを一

つにまとめる。 

〇司会，記録，発表の役割を決めさせてから話し合わせ

る。 

〇ホワイトボードを一つの班に一つ配布する。 

 

 

 

マラソンランナーとＡ君が，６０００ｍマラソンをすることとしました。Ａ君の１２００ｍ

の記録は６分です。マラソンランナーの記録は４２ｋｍを２時間２０分で走るそうです。 

今回のマラソンは，３０００ｍの地点で同じ道を折り返すことになっていた。マラソンラン

ナーがＡ君とすれ違うのはスタートして何分後だろうか。 

 

目標：効率良く表，式，グラフを利用して解こう。 
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発表 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ホワイトボードを黒板に貼り，代表の生徒が発表

をする。 

＜予想される生徒の反応＞ 

①グラフと式で考える 

        

      

      

      

      

      

      

 

 

・マラソンランナーの折り返し地点後にグラフは交

わっているため，マラソンランナーの帰りのグラ

フの式とＡ君の行きのグラフの式で連立方程式を

作り解いて，交点の座標を出して xの値が答え

となる。 

マラソンランナーの帰りのグラフの式 

6000300  xy  

Ａ君の行きのグラフの式 

xy 200  

連立方程式の解 )2400,12(),( yx  

したがって，１２分後。 

 

②二人の走った合計が６０００ｍから式を作る。 

6000300200  xx  

したがって，１２分後。 

 

③折り返すというところから，二重線になる。 

        

      

      

      

      

      

      

 

〇出てきた意見の中で同じ意見の班は代表のグループに

発表させる。 

 

 

〇グラフの交点が何になるのかを，考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇すれ違うことは，二人の走った合計が６０００ｍにな

ることを数直線を使い，確認する。 

 

 

〇この考えは，間違いであることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 0 10 15 20 25 30 

1000 

2000 

3000 

(m) 

(分) 
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④表で考える 

x（分） 10    11     12 

マラソンランナー
1

y （ｍ） 
3000  2700   2400 

Ａ君
2y （ｍ） 2000  2200  2400 

したがって，１２分後。 

 

 

 

 

◎評価②｛机間巡視｝ 

事象を一次関数とみなして，見通しを持って問題

を解決することができる。【数学的な見方・考え方】 

まとめ 

５分 

 

 

 

 

 

条件 

変え 

６分 

〇まとめ 

問題に応じて，表，式，グラフを使い分けることが

大切である。 

表を用いることで， それぞれの対応する値がわかる 

式を用いることで，数値が確定する。 

グラフを用いることで，見当が付く。 

 

〇条件変えの問題を自力で解く。 

〇本時の課題をふりかえり，関数は表，式，グラフを用

いることで身近な課題を解決することができることを

実感させ、生活のツールになることを教える。 

 

 

 

 

〇条件変えの問題を生徒に渡し，考えさせる。 

※１５００ｍでの折り返しの場合 

（３）評価 

①身の回りの問題を，一次関数を活用して解決しようとしたか。【数学への関心・意欲・態度】 

②事象を一次関数とみなして，見通しを持って問題を解決することができたか。【数学的な見方・考え方】 
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前時の内容 

過程 学習内容と活動 指導上の留意点（◎評価について） 

導入 

 

〇マラソンランナーの写真を見せる。 

 

〇マラソンランナーは，だいたい同じペースで走ってい

ることを確認させる。 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自力 

解決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇問題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇どちらが早く到着するのかを予想する。 

 

 

〇マラソンランナーとＡ君の分速を考える。 

マラソンランナー ３００ｍ／分 

Ａ君       ２００ｍ／分 

＜予想される生徒の反応＞ 

①式で考える 

 マラソンランナー 

６０００ｍ÷３００ｍ／分＝２０分 

 Ａ君 

６０００ｍ÷２００ｍ／分＝３０分 

したがって，マラソンランナーが１０分早い 

②表で考える 

x（分） １ ・・20・・30 

マラソンランナー
1

y （ｍ） 
300・・6000 

Ａ君 2y （ｍ） 200・・・・・・6000 

 

 

 

 

 

 

 

〇数直線上に人を動かして場面把握させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇どちらが早く着くかを予想させ，比較の方法は速さを

求めることであることを確認する。 

〇ワークシートを配布する。 

〇単位に注意させ，全員でそれぞれの分速について確認

する。 

 

〇求める際に何を利用すると良いかを考えさせ、表，式，

グラフの３つの方法で解かせる。 

〇机間巡視をし，困っている生徒には助言を与える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 マラソンランナーとＡ君は６０００ｍのマラソンでどちらがどれくらい早く到着するでしょう。 

マラソンランナーとＡ君が，６０００ｍマラソンをすることとしました。Ａ君の１２００ｍ

の記録は６分です。マラソンランナーの記録は４２ｋｍを２時間２０分で走るそうです。 

 

目標：効率良く表，式，グラフを利用して解こう。 
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発表 

 

 

 

 

③グラフで考える 

        

      

      

      

      

      

      

 

 

〇考えたことを発表する。 

＜予想される生徒の反応＞ 

・式が１番やりやすかった。理由は分速が出ている

ので，計算ですぐに求めることができたから。 

・表が１番やりやすかった。情報を整理できたから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇発表をさせる。 

〇表，式，グラフのどれがこの問題ではやりやすかった   

 かを聞く。またなぜやりやすかったかも聞いて次に繋

げる。 

 

5 0 10 15 20 25 30 

1000 

2000 

3000 
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